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社会科学研究所 定例研究会 報告要旨 
 
2008 年 11 月 19 日（水） 定例研究会報告 
テーマ： 近代東アジアにおける感染症と市民社会 
報告者： 市川智生氏（総合地球環境学研究所） 
 「急性感染症と港湾労働力移動：1902-03 年における横浜のペスト」 
 福士由紀氏（日本学術振興会） 
 「上海ペスト騒動（1910-11 年）：20 世紀初頭の上海社会と公衆衛生」 
司 会： 永島 剛（所員・経） 
時 間： 16：30～18：30 
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司 会： 古川 純（専修大学法学部教授） 
時 間： 14：00～16：30 
場 所： 神田校舎 1 号館 72 教室（７階） 
参加人数：30 名 
共 催： NPO 法人現代の理論・社会フォーラム 
報告内容概略： 




党の乱（1894 年）に始まり、3・1 独立運動(1919 年)、光州抗日学生事件（1929 年）、そし
て韓国建国後の光州民主化運動(1960 年)の激しい民衆による抵抗の歴史に由来している。 
光州事件とは、1980 年 5 月、当時の全斗煥軍政下の光州で起きた民主化運動と軍事政権
による弾圧事件であり、民主化運動に参加した学生や高校生、一般市民の被害者数は、死








の見直し(過去の清算)」が始まり、2005 年 5 月に「真実・和解のための過去史整理基本法」
(通称「過去史基本法」)が制定されるにいたった。 
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2008 年 12 月 6 日（土） 定例研究会報告 
テーマ： アイヌ先住民族国会決議を考えるシンポジウム 
報告者： 上村英明（恵泉女子学園大学教授） 
     星野工（東京アイヌ協会副会長） 
     藤岡美恵子（法政大学非常勤講師） 
     島崎直美（札幌ウポポ保存会事務局長） 
司会・コメンテーター： 
     千葉立也（都留文化大学教授） 
     内藤光博（専修大学法学部教授） 
時 間： 13：30～17：30 
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2008 年 12 月６日（土） 定例研究会報告 
テーマ： 中国における文化大革命研究の動向 
報告者： 印 紅標（北京大学国際関係学院教授） 
その他： 通訳：劉文兵  司会：鈴木健郎 
時 間： 15：00～18：00 
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時 間： 16：30～18：40  
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2009 年 1 月 7 日（水） 定例研究会報告 
テーマ： 中国の労働市場と大学生の就職事情 
報告者： 柴田弘捷（専修大学・文学部・教授） 
時 間： 17：00～19：00 
場 所： 専修大学生田校舎 4 号館 4 階・社会学大学院統合情報資料室 
参加者数：15 名 
     教員：柴田／鐘ヶ江／広田／宇都／馬場／嶋根／森／今野／大矢根／樋口 
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時 間： 13：30～18：00  
場 所： 神田校舎 774 教室 
参加人数：6 名 
報告内容概略： 
篠原氏の報告は、ヘーゲル『法＝権利の哲学』を基礎理論とし、現代社会の市民社会問
題を念頭においた、壮大かつ精緻な報告であった。参加者一同深い感銘を受けた。特に、
「市民法を実質化する目的で」、社会法が登場したとの篠原氏の指摘は、産業革命過程か
ら登場する社会法を社会主義への第一歩と捉える伝統的な理解を対象化する視点を与え
たと思われる。1989 年以後の歴史の現段階で、市民法と社会法の関係を再考する必要がな
いだろうか。 
記：専修大学経済学部・内田 弘 
 
